
NO 3

部門 新築 建物種別 建築物（非住宅・一般部門）

建物名称 立命館大学大阪いばらきキャンパス　新棟 所在地 大阪府茨木市

用途 学校 延床面積 45,000 ㎡

設計者 株式会社竹中工務店 施工者 株式会社竹中工務店

事業期間

概評

建築計画、設備計画の両面で多様な省CO2対策に取り組むほか、既存棟との熱融通やデジタルツイ
ンを活用したエネルギーマネジメントによって更なる高効率化を目指す取り組みは先導的と評価した。
当該施設において新たに導入される各種技術の教育利用や、実証結果の積極的な情報発信が展開
され、波及・普及につながることを期待する。

参考図

立命館大学OIC新展開施設整備事業 学校法人立命館

提案
概要

既存大学キャンパス内における新棟の新築プロジェクト。交流拠点となる屋内、半屋外の吹抜を対象
に、センシング技術やデジタルツインの構築、AI分析等ICTを活用した機械空調と自然換気のベストバ
ランスによって省CO2と快適性の両立を図るほか、既存棟との熱融通などによって、更なる高効率エ
ネルギーマネジメントを目指す。

事業
概要

2021度～2023年度

既存棟との空調熱源融通

放射冷却素材の活用による
屋外温熱環境の向上

ﾄﾗｲｽｸｴｱ（半屋外空間）
の快適性向上

内部吹抜けを利用した通風換気

Low-E複層ガラスの採用
有孔折版を用いた日射制御

センサーを用いた
教室照明の昼光制御

CO2センサーを用い
た換気制御

高効率改造版
空調機の選定

太陽光パネル+蓄電池による
デマンド制御

感染症対策のための
UV照射照明の設置

気象情報と連動した
雷情報の配信

浸水レベルを考慮した
1FLレベルの設定

太陽光パネル+蓄電池による
太陽光エネルギーの利用

自然通風・自然採光を
最大限に活用する建物形状

ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾂｲﾝを活用した
館内情報の見える化

設備制御
館内環境情報の見える化による
学生・市民の省エネ意識の向上

自然換気・採光シミュレーション
による建築形状の調整

人工的気流を用いた快適性指数向上による
空調消費エネルギーの削減
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